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ハ
ン
セ
ン
の
人
口
政
策
に
就
い
て

青

盛

和

ま住

は

し

ヵ=

き

凡
そ
人
日
政
策
と
は
何
か
を
悲
に
仰
々
し
〈
通
ペ
立
て
る
積

り
は
左
〈
、
唯
斯
〈
題
す
る
所
以
は
自
ら
了
解
さ
れ
得
る
如

P

、、

ハ
ン
セ
ン
の
著
作
を
解
題
す
る
目
的
上
の
便
宜
に
従
っ
た

に
過
ぎ
な
い
。
故
に
本
文
は
ハ
ン
セ
ン
の
人
口
論
を
語
っ
た
前

稿
と
鴇
接
不
可
分
離
左
る
閥
係
を
有
す
る
の
で
は
あ
弓
が
、
斯

設
の
批
判
が
多
〈
は
此
の
人
口
理
論
が
成
立
す
る
か
否
か
に
拘

泥
し
で
、
迭
に
論
者
の
人
口
政
策
的
見
解
を
検
討
す
る
徐
裕
が

た
か
っ
た
の
に
針
し
、
既
に
若
干
の
反
批
判
を
試
み
て
来
た
か

ち
、
今
度
は
此
等
の
岨
辿
者
の
側
に
立
っ
て
ハ
ン
セ
ン
説
紹
介

の
筆
を
共
の
著
書
の
後
半
の
諸
学
に
移
し
て
も
業
支
た
い
で
あ

h
h
v
Aノ
。

我
が
「
人
口
三
序
論
L

の
著
者
は
猟
特
な
る
人
口
珂
論
を
鰍
洲

諸
園
の
歴
史
に
遁
用
し
て
解
説
し
た
司
令
後
に
、
主
と
し
て
彼
の

勢
瓦
十
一
巻

第

披

O 
九

C 
九
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ハ
y

セ
ン
白
人
口
政
策
に
就
い
て

租
岡
民
た
る
術
品
地
民
族
の
寅
践
師
的
行
す
ぺ
雪
道
を
「
国
家
の
使

命
」
口
一
ω
〉
民
間

P
Z
L
g
∞hppmg
と
題
し
て
物
語
つ
で
居
り
、

決
し
て
抽
象
的
に
し
て
一
般
的
た
る
附
界
の
人
口
問
題
へ
の
針

策

E
論
巳
て
は
居
な
い
。
若
し
人
口
政
策
在
る
も
の
が
各
閥
共

過
の
所
謂
る
人
口
問
題
へ
の
放
川
市
之
し
き
封
策
を
繰
る
に
過
ぎ

な
い
も
の
な
ら
ば
、
斯
る
論
題
の
選
捧
は
油
切
で
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
併
し
一
定
の
人
口
湖
論
争
前
提
と
し
猶
且
つ
採
ら

ざ
る
を
得
た
い
民
族
の
使
命
を
痛
感
せ
し
む
る
態
の
も
の
が
あ

れ
ほ
、
共
己
そ
買
の
人
口
政
策
と
呼
ぶ
に
値
す
る
も
の
で
あ
ら

う
と
思
は
れ
る
。

申
叫
に
湛
ぷ
る
ク
レ

1
7
1
、
ロ
ツ
シ
ユ
の
如
昔
は
悉
〈
評
輸

の
按
心
を
斯
る
人
口
政
策
的
部
介
に
怖
じ
て
居
る
人
遣
で
は
あ

る
が
、
前
漣
の
批
判
に
鑑
み
る
吾
人
ー
と
し
て
は
、
専
ら
ハ

y

セ

ン
の
著
作
時
讃
に
の
み
終
始
せ
ぎ
る
様
に
、
池
山
n
K
反
針
者
の

所
論
を
参
附
し
つ

it
彼
の
人
口
政
策
論
へ
の
正
常
友
る
評
慣

を
恭
礎
付
け
て
行
き
た
い
。
或
は
租
活
者
は
「
述
べ
て
作
ら
中
」

が
現
想
で
あ
る
と
云
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
狛
多
少

の
私
克
に
依
る
取
拾
が
行
は
れ
る
限
り
、
純
粋
忙
客
槻
的
危
る

第
五
十
一
番

策

強

O 

O 

解
題
は
恐
ら
〈
あ
り
得
在
い
の
で
は
ιな
か
ら
う
か
と
危
悦
し
乍

ら
も
、
税
て
之
を
諸
賢
の
御
判
訴
に
委
ね
た
い
と
思
ム
。

ク
レ

1
7
1
の
戟
尚
序
文
と

農
政
事
的
評
論

相
時
ハ
ン
セ
ン
は
北
ハ
円
著
作
を
世
陀
問
ム
て
上
旬
一
一
十
有
齢
年

聞
を
南
獅
逸
に
暮
し
た
で
あ
ら
う
正
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
斯
る
事
貸
す
ら
不
明
瞭
左
程
に
ハ
ン
セ
ン
と
北
(
の
著
作
と

jcJj I i 
り|廿
で f時
あか
る1>ち
。主主

〈
刷
J，. 
ら
れ
ざ
る
に
モ6

つ

居
た
の
は:
玩
~ 
ι〉

斯
く
て
「
人
口
三
序
論
L
第
一
版
刊
行
後
四
半
世
期
に
し
て
勃

渡
せ
る
世
界
大
臓
の
民
最
中
な
る
一
九
一
五
年
初
春
の
戟
官
官
色

濃
雪
民
瀬
市
に
於
て
、
原
著
者
死
後
円
複
刻
版
を
護
行
せ
る
ク

レ
1
7
1
教
授
の
可
成
り
長
文
に
亙
る
序
は
、
再
び
巡
り
来
れ

る
欧
洲
大
戦
の
第
二
年
目
の
春
に
於
て
吟
味
の
必
要
と
興
味
を

粂
備
す
る
と
考
へ
て
、
突
に
大
要
を
引
用
し
て
見
土
ぅ
。

凋
海
経
袖
川
曲
学
及
び
農
政
問
干
の
碩
曲
学
が
ハ
ン
セ
ン
の
著
μ
引
に
注

日
し
批
評
し
若
し
く
は
愛
諭
し
て
か
ら
既
に
年
久
し
く
終
過
し

拙稿、 L十九世相末葉白人目前者ハンセンに就いて司、融持論叢、昨年寸用腕。
G. Han~en; Die drei Bevolkerun宮崎tl1ren.Neue Ausgabe mit t:iner Emlei-
tung von DT. H. Kraemer. M日nchen 1915. SS. IJJ-XII 
Kracmer は名指 L":ぎれ Eも A. Wagner及U A. Buchenbergerに劃 Lて

甥〈云A 、のであらう。

2) 

3) 



て
了
っ
た
が
‘
今
日
世
評
は
果
し
て
如
何
と
疑
問
を
投
じ
た
ク

V
1
7
1
博
士
は
自
ら
解
答
し
て
同
ふ
。
有
〈
も
一
度
で
も
と

の
著
作
を
読
め
ぽ
、
誰
で
も
必
中
農
業
の
阿
川
値
v
f
一
票
要
性
を
斯

〈
迄
に
明
確
完
全
に
洞
察
せ
る
著
者
の
畑
眼
に
敬
服
す
る
に
相

遺
志
い
の
で
あ
呂
が
、
残
念
乍
ら
と
の
形
式
内
家
相
共
に
車
越

せ
る
原
著
作
も
ハ
ン
セ
ン
の
明
待
遇
り
忙
同
じ
組
閣
の
人
々
に

注
目
さ
れ
る
と
と
が
徐
り
に
少
か
つ
も
凡
。
共
に
も
抱

ι中
著
者

の
思
想
的
魅
力
に
感
嘆
措
く
能
は
ざ
ら
し
め
る
所
以
は
、
世
界

に
於
け
る
獅
逸
文
化
粧
ぴ
に
澗
逸
闘
力
に
閥
聯
し
て
頗
る
買
要

友
る
問
題
へ
の
示
唆
が
此
舎
に
於
て
論
及
さ
れ
で
ゐ
る
と
と
に

見
向
さ
れ
る
で
あ
ち
う
し
、

E
の
と
と
は
特
に
今
日
忙
於
て

居
を
の
感
を
深
う
ず
る
と
。

突
い
で
柑
旧
作
を
長
掠
せ
る
大
戦
の
只
巾
に
生
前
せ
る
有
識
有

能
た
る
濁
逸
国
民
の
日
取
も
痛
切
た
る
要
求
ム
」
し
て
食
糧
資
源
の

確
保
を
絶
叫
し
て
居
る
彼
ク
レ

1

7

1
は
、
平
常
時
忙
於
で
農

議
事
情
に
全
〈
無
闘
心
友
る
人
々
や
商
工
業
の
農
業
忙
針

L
披

行
的
在
る
渡
展
の
み
に
時
来
の
狽
迩
の
都
市
的
繁
撲
を
夢
想
せ

る
人
々
に
封
し
て
、
岡
民
生
話
会
慨
に
於
て
健
全
注
品
農
民
厨

円
ン
セ
シ
町
人
口
政
策
に
就
い
て

の
有
す
る
聖
た
る
債
値
を
感
銘

t
し
め
ん
と
し
て
次
円
警
背
を

溌
し
で
居
る
。
『
若
し
も
狽
逸
が
組
闘
の
農
業
を
釘
傷
し
去
る

な
ら
ば
、
敵
闘
の
砲
火
の
沈
吟
に
倹
つ
迄
も
な
く
忽
ち
滅
亡
し

あて

る 了
で よa

あ』

ちと
うa し、

と'~ミ
断モ
盲 Jレ

しト
てケ

居』寄
る'11区
。 σ〉

言
葉
に
燦
然
た
る
輝
き
が

斯
〈
て
第
一
安
世
界
大
械
に
剖
底

F
ベ
き
調
遜
図
民
の
鎖
血

せ
ば

崩
壊
l土
驚
カミ
." 
{'; 

彼 T..相
;1'1' L 

Z品
ち界
ん雪?
ι~5) 恩"

と?と
グ〉 凋じ

古て
雪例
羅る
旬と

に
渡
る
信
念
を
語
呂
に
、

認
の
ι討
中
何
を
以
て
し
、
之
を
註
津
し

τ
『
仮
令
此
の
位
は
破
滅

す
る
と
も
正
し
き
人
は
驚
か
十
』
と
一
石
川
日
、
仏
川
も
今
事
鑓
に
於

け
る
我
圏
民
円
愛
唱
せ
る
古
歌
『
海
ゆ
か
ぽ
』
を
細
心
起
せ
し
む
る

も
の
が
あ
る
。
さ
れ
ぽ
斯
る
恐
澗
怒
濃
の
如
雪
動
飢
の
濁
逸
に

も
何
慮
か
に
奥
深
〈
潜
む
平
静
友
る
も
の
が
存
在
し
て
居
る
の

は
、
関
民
経
済
会
酬
聞
が
絶
え
宇
健
全
な
る
新
陳
代
謝
を
績
け
て

居
る
誇
擁
で
あ
る
と
し
、
ク
レ

1
7
1
は
之
を
狽
逸
岡
民
の
同

闘
的
紳
絞
凶
」
呼
ん
で
ゐ
る
。
而
し
て
職
手
が
既
に
長
期
化
し
た

以
上
、
長
誕
生
産
物
の
肖
給
可
能
性
の
有
無
が
最
も
肝
腎
夜
間

題
で
あ
る
と
し
、
平
素
は
農
民
唐
の
供
給
す
る
食
糧
の
生
産
数

第
一
且
十
一
審

静

蹴
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川
シ
セ
ン
町
人
口
政
策
に
就
い
て

量
や
油
商
貿
易
に
基
づ
く
物
資
の
需
統
統
計
は
畑
一
味
乾
燥
で
あ

る
と
述
べ
て
ゐ
た
の
に
反
し
て
、
戦
時
に
夜
つ
て
は
物
的
資
源

の
有
無
が
全
く
闘
民
的
生
死
を
左
右
す
る
魔
刀
を
帯
び
る
と
共

に
、
外
見
的
に
は
物
質
的
に
の
み
思
考
さ
れ
易
い
農
業
経
済
問

論題
じが
」 今
居 日
るm に

'-方守
」

L主
最
高
σ〉

精
紳
的
傾
値
を
強
制Z
し

司4
5 
と

現
時
の
戦
備
工
作
過
程
に
於
て
は
商
工
業
階
級
厨
の
貢
献
す

る
所
大
在
る
方
両
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
今
日
は
最
早
や
昔
乍

ち
の
農
業
立
闘
を
主
張
し
た
り
、
或
は
文
明
人
を
山
猿
に
復
蹄

せ
し
む
る
政
策
は
到
底
強
行
し
得
た
い
。
北
九
故
に
現
下
幾
多
の

難
闘
と
障
害
が
あ
り
、

叉
持
働
者
問
題
も
存
ず
る
忙
も
拘
ら

っす予
て 、

内、吾
首道、々

ち、』土
外、先
へ、づ
の、農
己主、 民
良;を
ど'祉
企曾
岡的
ず に
べ深
き く
で珂
ぁ解
りす

る
斯 と
ると

霊長

に
於
て
吾
、
々
は
ハ

y
セ
y
の
輝
し
〈
も
展
開
せ
る
人
口
三
段
階

中
の
現
象
と
閥
聯
主
持
つ
に
至
る
で
あ
ら
う
。

以
上
の
前
提
か
ら
ハ
ン
セ

y
誌
を
紛
介
せ
る
ク
レ

1
7
1
は

更
に
一
般
的
に
は
商
工
業
者
の
世
界
政
策
的
傾
向
を
指
摘
し
、

農
業
者
の
郷
土
政
策
を
愛
好
す
る
所
以
を
語
り
、
大
都
舎
に
於

第
五
十
一
巻

鐸

観

で
郷
村
か
ら
の
移
住
的
人
口
更
新
の
功
徳
を
悉
迅
し
て
居
る
。

此
際
忙
於
で
農
業
に
針
ず
る
岡
氏
的
叫
解
の
依
除
を
慨
嘆
す
る

の
徐
り
、
農
民
に
射
す
る
情
愛
溢
れ
た
ハ
ン
セ
ン
の
絞
述
に
の

み
讃
鮮
を
捧
げ
る
の
は
、
恐
ら
〈
農
政
曲
学
者
と
し
て
の
ク
レ

1

マ
ー
の
我
間
引
水
と
も
評
し
得
上
う
け
れ
ど
も
、
吾
々
は
狛
暫

ち
〈
彼
の
序
文
に
従
っ
て
述
べ
で
行
く
必
要
が
あ
ら
う
。
時
恰

も
燥
烈
左
る
闘
争
時
代
に
涯
逢
せ
る
濁
逸
人
に
採
っ
て
は
、
都

市
産
業
た
る
商
工
業
の
縫
展
は
元
来
農
業
粧
品
川
の
護
迷
忙
件
ふ

べ
き
で
あ
り
、
都
合
と
農
村
の
産
業
が
相
調
和
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
あ
る
o

之
を
人
口
周
流
の
問
題
で
説
明
す
れ
ば
、

自
ら
の
人
口
を
蕩
議
し
つ
h

あ
る
都
市
が
子
供
も
少
〈
繁
殖
力

も
H

耐
乏
せ
る
に
封
し
て
、
斯
様
な
人
口
減
少
な
る
も
の
を
全
く

知
ら
な
い
か
の
如
き
田
舎
か
ら
人
聞
の
移
住
的
供
給
を
受
け
る

曹
と
い
ム
作
用
に
依
っ
て
、
都
合
人
は
云
は
Y
血
液
の
更
新
を
計

る
と
と
が
肝
要
と
た
る
。

斯
〈
し
て
一
園
人
口
の
都
市
集
中
化
が
符
は
れ
、
農
村
人
口

の
全
岡
民
に
於
て
占
む
る
剖
合
が
減
少
す
れ
ば
、
個
別
産
業
部

門
相
互
聞
の
摩
擦
が
増
加
し
、
共
潟
に
も
『
闘
争
は
す
べ
て
の

昭和 1四年八月世園に所謂る L相自国勢調査「施行と咋棋以串申柏費需給不固
t骨白扶態を想起されたし。
eine Be，';serung ¥'on innen heraus 
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も
の
の
九

:
r
E
:
i
C
5
i
z言
葉

を

器

戦

線
に
も
徴
用
し
て
、
各
倒
の
職
業
開
に
存
す
る
利
害
を
協
和
し

衝
突
を
除
去
し
て
、
現
段
階
に
於
け
る
濁
逸
同
家
の
偏
に
は
食

糧
資
源
の
一
向
養
と
農
民
唐
の
維
持
強
化
を
計
る
必
要
が
叫
ば
れ

る
事
と
た
る
。
併
し
斯
る
政
策
が
如
何
に
し
て
資
施
さ
れ
得
る

か
を
ク
レ

1

7

1
は
語
っ
て
居
を
い
。
唯
未
だ
人
間
が
有
徐
つ

て
る
春
に
針
策
を
賓
行
せ
ざ
れ
ば
、
既
に
遅
過
ぎ
る
秋
も
蓮
か

ら
宇
と
し
、
と
の
手
遁
れ
の
場
合
の
恐
る
ペ
昔
と
と
は
ハ

V

セ

ン
の
著
作
を
読
め
ぽ
判
明
す
る
と
紹
介
の
鮮
を
結
ん
で
ゐ
る
に

過
ぎ
友
い
。

シ
ユ 吾
t己々

擁は
り己
て の

次新
の版
如序
〈丈
~ i'L. 
ぺ~，\1"
得す
よる
う;flt
。川言平

を

再
版

紺
ダ「
者
ロ
ツ

ス
ト
9

ツ

ガ

ル

ト

郊

外
ホ
1
ヘ
ン
ハ
イ
ム
な
る
ク
レ

1
7
1
博
士
の
文
章
は
頗
る
痛

快
な
熱
情
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
が
、
彼
は
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
の

農
業
に
劃
す
る
軍
要
性
を
飴
り
に
一
方
的
忙
誇
張
し
過

F
て
ゐ

る
。
ハ
ン
セ
ン
の
著
述
は
農
民
と
市
民
と
勢
働
者
に
封
し
て
卒

直
に
し
て
公
平
左
る
水
準
線
を
維
持
し
て
居
り
、
換
言
す
れ
ば

夫
々
の
人
口
階
居
の
岡
氏
経
桝
的
軍
要
性
を
煮
義
付
け
る
と
共

山
ン
セ
シ
白
人
口
政
策
に
就
い
て

に
共
の
限
界
を
劃
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
ワ
て
政
略
的
陀
し
て

興
味
本
意
な
る
警
句
で
充
満
せ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
批
静
は

此
書
物
と
何
等
の
聞
係
も
た
い
と
謂
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。

と
の
ロ
ザ
シ
ユ
の
批
判
は
可
成
り
半
疎
で
は
あ
る
が
、

1
7
1
の
所
謂
る
農
政
皐
的
ハ
ン
セ
ン
評
慣
に
就
い
て
は
経
分

左
ち
ゃ
血
目
撲
に
営
る
も
の
が
あ
り
、
同
様
な
批
評
が
ハ
ン
セ
ン

の
著
作
第
版
由
貿
行
の
首
時
僅
か
に
之
に
鯛
れ
て
ゐ
る
プ
ッ
ヘ

y

ベ
ル
ガ
ー
に
掛
し
で
も
安
常
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
削
凶

ち
ハ
ン
セ
V

の
著
作
に
農
民
の
枇
合
経
地
問
的
意
義
に
闘
す
る
美

し
昔
論
説
を
見
出
す
と
云
へ
る
農
政
曜
者
フ
ッ
ヘ
ン
ベ
ル
ガ
l

も
北
ハ
の
著
の
第
二
版
以
後
に
於
て
は
全
く
ハ
ン
セ
ン
を
顧
み
る

所
が
友
い
事
賃
上
り
推
断
す
れ
ば
、
吾
々
は
斯
る
農
政
接
的
立

場
で
の
み
ハ
ン
セ
ン
を
解
探
せ
ん
と
す
る
人
々
と
扶
を
分
つ

最
初
の
紹
介
者
た
る
ロ
ッ
シ
ユ
の
終
消
皐
的
評
債
の
研
究

に
立
蹄
る
.
へ
き
で
あ
ち
う
。

て、

ロ
ヅ
シ

A

の
経
憐
率
的
評
償

生
粋
の
ウ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
人
在
る
ロ
ッ
シ
ー
が
二
十
七
歳

第
五
十
一
巻

第

拙

ク
レ

Der Kampf i.:.t Vat~r allt:r Dingt: (Herakleil~)-s) 
Allg， St. ATChiv. Jg. 9. 1915， S. 746 Einleitung vo[) Dr. H. KTamer， PTof. 
an der Landwirtschaftl. Hochschule Hohenheim， Stuttgart. ([-f. J. Lo叫 h)
A. Buchenberger; Agrnrwe:;en und Agrarpolitik. Bd. 1. Lpz. 1892. S. 61I 

(Nachtrage 阻 dBerichtungen.) 
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Uヲ

事t
K" 、

ノ、

ン

セ

ン

の

人
口
政
策
に
就，、
て

シ
ュ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
生
れ
の
我
が
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
を

最
初
に
批
評
し
た
の
は
、
今
か
ら
仙
川
度
五
十
年
前
に
営
る
一
八

九
O
年
で
あ
っ
九
一
。
之
が
爾
来
四
半
世
紀
の
聞
に
於
て
前
稿
に

述
べ
た
7
モ
ン
・
ク
千
ン
ス
キ
ー
に
ハ
ン
セ

y
p一
知
ら
し
む
る

端
粉
と
た
り

一
九
一
五
年
忙
ク
レ

1
7
1
の
複
刻
州
中
る
や

再
び
之
を
紹
介
し
、
猟
り
超
然
と
し
て
ハ
ン
セ

y
説
へ
の
深
昔

理
解
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、

h

y
セ
ン
解
題
へ
の
一
指
針
と
し

て
逸
す
べ
か
ら
ぎ
る
見
識
を
具
有
せ
る
か
に
思
へ
る
の
で
、
認

に
北
ハ
の
趣
旨
を
摘
録
し
て
置
き
た
い
と
思
み
。

彼
は
北
九
の
前
後
に
費
表
せ
る
著
作
の
論
題
か
ら
も
知
ら
れ
る

如
く
、
特
に
岡
民
経
済
事
的
視
結
を
重
要
腕
し
て
突
の
如
〈
述

ベ
る
o

或
時
代
に
於
け
る
或
岡
氏
の
純
情
的
特
質
は
生
産
さ
れ

た
る
商
品
と
人
間
在
る
二
つ
の
犬
量
現
象
が
内
部
的
忙
如
何
に

組
織
し
構
成
さ
れ
て
る
か
の
欣
熊
に
依
っ
て
一
本
さ
れ
る
。
既
往

の
岬
一
論
経
済
皐
の
最
大
な
る
倣
陥
は
と
の
経
済
現
象
組
成
上
の

二
大
礎
石
売
る
線
憾
の
商
品
大
量
と
全
般
の
園
民
大
量
と
を
以

て
、
同
時
存
在
の
事
賓
と
見
倣
さ
や
、
従
っ
て
叉
商
品
と
人
口

と
の
岡
民
経
桝
的
聯
闘
を
問
題
と
せ
ぎ
る
斡
に
認
め
ら
れ
る
。

第
五
十
一
巻

Ilfl 

構

腕

回

斯
る
前
提
に
立
っ
て
ロ
ッ
シ
ユ
は
光
づ
商
品
生
産
過
程
の
分
析

忙
の
み
波
師
団
せ
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
忙
綱
れ
、
之
等
枇
台
半
義

間
申
仮
の
人
々
の
等
閑
渦
せ
旬
。
問
題
と
し
て
人
間
生
産
過
程
を
精

間
引
忙
槻
察
す
る
必
要
を
強
調
し
、
以
て
ハ
ン
セ
ン
説
登
場
の
必

須
在
る
所
以
を
目
頭
陀
説
い
て
居
る
。

一
般
に
商
品
流
通
は
人
間
交
通
に
比
較
す
る
と
自
由
で
あ

り
、
迭
に
人
口
移
動
は
財
貨
交
換
よ
り
も
困
難
で
あ
る
か
ら
、

k
口
大
量
は
皐
に
費
本
て
ふ
妖
怪
の
力
を
利
用
す
る
か
否
か
に

依
っ
て
所
調
る
資
本
家
と
持
働
者
と
を
抽
出
す
る
の
み
で
は
不

吏
分
で
あ
り
、
猶
金
慌
の
人
口
構
成
を
通
観
し
て
都
部
人
口
周

流
と
い
ふ
湖
特
な
る
姿
を
務
見
ナ
る
必
要
が
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン

は
斯
る
圃
民
大
量
を
構
成
せ
る
各
人
口
階
居
聞
の
術
向
た
る
流

精
相
を
賓
に
克
明
に
穿
撃
し
悲
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
解
説
に
次
い
で
ロ
ッ
シ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
引
用
は
怒
細

に
人
口
三
序
論
の
各
章
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、

政
策
E
論
宇
る
本
稿
に
於
て
は
、

ハ
ン
セ
ン
の
人
口

問
題
を
ロ
ッ
シ
ユ
の
漣
べ
て

ゐ
る
ハ
ン
セ
ン
の
政
策
的
部
分
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

関
家
の
使
命
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
が
既
往
白
人
口
針
策
と
同
様

H. J. Lッsch(1863， Mllrhardt ln Wurttcmberg) 
Jahrbuch f. G自 己tZIo{t:b. Verw. u. Volk:;wirbchaft 血 DeubichenRcich. J g 
-19. Leipzig 1890. 55. 998-1∞1. (1山 eratar.)
日I.osch; Volksvermo酔 n，VolkseinkOInrnen tlnn ihre Verteilung， 18&9 
Nationale Produktion und nationale Beruf:唱 liederung.1892 
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忙
説
く
の
は
、
岡
山
夜
会
悼
の
人
口
聖
護
展
増
加
せ
し
む
る
震
に

迅
速
に
し
で
均
勢
な
る
人
口
周
流
を
促
す
と
と
に
あ
っ
た
。
先

づ
農
民
居
に
剖
し
て
は
都
合
へ
牛
酪
干
乾
眠
聞
の
み
友
ら
や
人
間

を
も
供
給
す
る
己
島
が
肝
要
で
あ
る
と
し
、
闘
民
総
慌
の
震
に

は
最
適
な
る
人
間
飴
剰
を
能
ム
限
h
J

多
数
に
出
産
せ
し
め
得
る

が
如
き
経
済
一
虻
脅
制
度
が
希
墜
さ
れ
る
。
即
ち
と
の
目
的
の
翁

に
都
市
及
び
田
舎
に
於
け
る
土
蝋
財
産
相
続
法
の
匝
別
や
穀
物

閥
税
に
依
る
農
民
救
消
策
も
提
唱
せ
ら
れ
、
叉
農
民
の
都
合
移

住
へ
の
道
を
平
坦
化
し
、
人
口
移
動
の
自
由
を
賦
興
す
る
必
要

が
遁
べ
白
れ
て
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
斯
〈
し
で
集
中
さ
れ
た
る
都
市

人
口
に
川
町
す
る
ハ
ン
セ
ン
の
政
策
は
如
何
と
い
ム
に
、
共
は

「
中
流
居
と
資
本
主
義
」
及
び
「
弊
働
唐
の
保
護
L

と
い
ふ
二
章
に

遁
べ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
今
は
唯

t
v
?と
共
叫

ハ
ン
セ
ン
の
語
れ
る
政
策
の
中
で
最
も
時
宜
的
た
り
と
考
へ
ら

れ
る
植
民
政
策
の
一
端
を
述
べ
る
に
光
立
っ
て
、
上
遁
の
都
市

来
任
奨
附
策
か
ち
し
て
、
都
市
問
聞
に
劃
す
る
考
慮
を
ハ
ン
セ

シ
に
求
め
ら
れ
友
い
の
で
は
な
い
か
と
危
懐
す
る
人
の
震
に
、

ロ
ッ
シ
ユ
の
説
い
て
居
る
所
在
引
用
し
て
置
ぐ
に
過
ぎ
友
い
事

山
シ
セ
シ
の
人
口
政
策
に
就
い
て

と
す
る
。
「
岡
家
町
一
採
り
符
る
唯
一
の
事
は
高
級
の
弗
貨
を
文

排
日
得
る
産
業
を
放
任
し
て
怪
〈
べ
昔
で
も
友
〈
、
又
祈
る
理

由
か
ら
労
働
者
が
結
婚
を
喜
ば
ざ
る
に
五
る
迄
忙
婦
女
幼
少
年

の
持
働
を
白
山
に
放
任
す
る
己
と
を
制
限
す
べ
き
で
あ
る
o

」

ハ
Y

セ
ン
は
決
し
て
移
民
の
友
で
は
た
ぐ
、
海
外
移
住
を
以

て
現
代
岡
家
の
通
弊
ー
と
す
ら
考
へ
た
。
精
神
的
に
熟
慮
せ
る
図

民
に
執
っ
て
は
移
植
民
は
何
等
必
要
で
左
〈
、
淡
落
し
行
ぐ
図

に
於
て
は
草
荷
で
さ
へ
あ
る
。
吾
々
に
は
海
外
移
住
は
中
流
唐

に
依
る
農
民
居
座
泊
の
結
岡
市
に
過
ぎ
な
い
と
思
は
れ
る
。
之
に

反
し
て
園
内
移
植
民
は
非
常
に
主
要
で
あ
る
と
し
、
岡
境
を
接

ぺはし
て、で

劇現ゐ
る時る
興局同
味 F 外
深に移
い於拙
もけ民
のるを
泊三い も
あ0/合
るトめ
。ラ亡

帥 1 安
ちのの
ハ東、如
ン方、〈
セ政、語
ン策、つ
回とめて

くか居、 ゐ
→'ひる
苦較の

々
の
束
聞
の
園
境
線
に
於
て
新
た
に
獲
得
せ
ら
れ
た
る
村
々

は
、
将
来
に
於
て
印
度
を
二
つ
領
有
す
る
上
り
も
一
同
町
力
強
い

も
の
が
あ
る
」
と
。
此
際
ハ
ン
セ
ン
の
移
住
政
策
に
は
明
か
に

閣
境
が
認
め

ιれ
る
と
と
を
奉
げ
て
置
か
ね
ば
左
ら
ぬ
。

扱
ロ
ッ
シ
ユ
は
ハ
ン
セ

y
の
著
作
内
容
の
紹
介
に
附
言
し

第
五
十
一
日
笹

互孟

第

挽

豆王

(K抗 p.14 
I田 ch，Allg. St. Archiv. 1915， S. 746 
A. Hitler; Mein Kampf. BrI. 2. )¥i笠己nchen 19Z7 
0仲 orientierungorl. O"tpnlihk) 
G. Hamen j Die drei Bev凸lkerungsstufen，Munchen 1889， S. 392. 
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ハ
ン
セ
ン
白
人
口
政
策
に
就
い
て

て
、
本
著
E
そ
相
判
逸
終
消
聞
学
の
聞
隅
著
だ
る
進
歩
を
物
語
る
も
の

で
あ
り
猟
逸
附
甲
山
仲
の
誇
り
で
も
あ
る
と
賞
讃
の
静
を
捧
げ
て
ゐ

る
ロ
北
ハ
の
咽
山
市
川
は
ハ
ン
セ
ン
が
岡
家
杢
惜
の
人
的
資
源
に
獅
自

在
る
内
的
閥
聯
を
興
へ
て
之
を
展
開
し
て
府
り
、
淵
創
的
革
新

的
な
る
人
口
政
策
と
之
を
指
導
す
ベ
雪
天
才
的
な
る
人
目
別
論

と
を
殺
備
せ
り
と
確
認
し
得
売
か
ら
で
あ
ら
う
。

以
上
の
讃
鮮
に
附
加
ム
る
に
ロ
沙
シ
ユ
は
ハ

y

セ
ン
の
貢
献

を
人
口
周
流
の
指
摘
に
あ
っ
た
と
限
定
し
、
他
面
に
於
て
終
桝

的
技
術
の
問
題
が
ハ
ン
ヤ
ン
の
説
き
及
ば
た
か
っ
た
鮪
で
あ
る

と
し
、
間
四
日
時
的
生
産
機
桃
の
絞
述
と
い
ム
至
難
で
は
あ
る
が
貴

章
宏
る
使
命
の
迷
成
が
笠
間
判
感
占
し
て
語
ら
れ
て
ゐ
る
。

セ
ン
と
共
に
ロ
ッ
シ
ユ
が
濁
逸
岡
氏
に
矧
待
せ
る
所
は
突
の
如

f
f一
あ
る
。
「
現
に
始
ま
っ
て
ゐ
る
大
規
模
忙
し
て
比
類
な
き

生
産
集
巾
過
程
に
於
て
、
土
り
多
〈
の
精
神
井
力
を
若
々
一
剛
氏

の
伐
に
活
用
し
、
斯
〈
て
招
来
さ
る
べ
き
技
術
の
進
歩
や
科
事

の
礎
展
に
依
っ
て
、
寄
与
満
治
同
氏
は
精
紳
的
左
る
と
共
に
経

例
的
投
石
考
慮
で
身
を
守
る
こ
と
が
則
市
市
る
。
斯
る
暁
に
於

τ

は
偲
令
日
本
入
品
、
支
那
人
等
々
の
民
族
が
知
ら
血
間
忙
現
代
続

ノ、
ひ/

第
五
寸
一
審

" 
第

競

プ、

品
唱
の
技
術
的
生
産
段
階
に
到
達
し
て
ゐ
ょ
う
と
も
照
来
の
猫
危

人
は
更
に
よ
り
高
き
生
産
技
術
段
階
の
青
色
主
全
附
界
に
轟
か

ぜ
得
る
で
あ
ら
う
L

。

斯
の
如
〈
足
初
の
紹
介
文
を
結
ん
で
か
ら
一
一
十
五
ヶ
年
の
後

に
、
新
複
刻
版
に
際
し
て
再
び
革
主
執
っ
て
共
の
聞
の
推
移
を

綬
し
つ
h
諮
る
。
「
余
は
と
円
相
判
特
に
し
て
暗
本
的
で
あ
り
且

つ
封
鎖
的
友
る
著
作
と
は
云
へ
、
再
版
刊
行
ま
で
に
四
半
批
紀

を
必
要
と
す
る
と
は
忠
は
な
か
っ
た
が
、
併
し
現
在
で
も
狛
首

時
の
所
諮
る
『
理
論
経
伴
曲
学
』
的
な
る
評
悦
を
高
〈
M
H
ム
。
人
日

の
一
二
段
階
の
存
定
と
後
生
は
岡
氏
枇
舎
の
構
成
分
子
で
あ
り
閥

次
要
素
で
あ
る
と
ハ
ン
セ
ン
の
語
っ
た
こ
と
は
、
共
の
一
三
の
如

〈
財
貨
の
流
通
挫
ぴ
に
人
間
の
再
生
産
に
依
る
循
環
過
程
に
針

ず
る
封
鎖
的
見
解
の
表
現
で
あ
る
。
唯
普
通
と
多
少
異
る
特
徴

と
も
開
閉
し
得
べ
曹
は
、
殆
ん
戸
」
例
外
在
〈
人
口
を
語
ら
う
〉
し

な
い
か
或
は
何
慮
か
で
僅
か
に
燭
れ
る
に
過
ぎ
た
か
っ
た
所
の

経
怖
製
の
教
科
書
と
好
者
封
問
を
在
す
賄
で
あ
る
。
」

」

ゐ最
る fJt
'J ，亡
ク慣 習

ナツ
l シ
のユョ

ノ、が
叫↑

り'"
t ドリ
ンし
批つ
喧

Ii-も
~H Bs' 
言己器虫
し裡
てに
世影
か響
ろぞを
0"蒙

つ

A. Wagner; H叩 dbuch d. politbche Okonomie， Teil T. Grundlage der 
VolkswiTt~chafL. B-l.1ch 4. Bevolkerung uml Vulk:.wirbchart. Lcip"ig 1893. 
s. 466 

7) 



づ
こ
の
狽
特
に
し
て
精
一
川
的
で
あ
り
、
大
慨
に
於
て
安
常
で
は

あ
る
が
多
少
の
難
馳
を
も
発
れ
難
い
ハ
ン
セ
ン
の
人
口
二
一
序
論

に
一
言
及
し
よ
う
。
共
の
議
論
の
大
裂
は
あ
る
程
度
の
荒
然
性
を

有
す
る
に
し
て
も
、
使
則
さ
れ
た
る
(
尤
も
既
存
の
)
統
計
や
歴

史
的
資
料
に
闘
し
て
著
有
の
論
説
は
完
全
で
は
左
い
。
ハ
ン
セ

y
訟
は
岡
氏
が
生
斑
的
忙
も
精
一
川
的
に
も
開
花
期
を
水
く
維
持

し
、
農
村
人
口
の
旋
落
が
岡
家
会
慨
に
恢
復
し
難
き
結
川
市
を
爾

ら
す
己
と
を
防
止
す
る
潟
に
、
如
何
に
絶
え
間
泣
き
都
都
人
口

周
流
が
生
起
し
又
後
生
せ
ね
ば
な
ら
左
か
っ
た
か
を
示
し
て
ゐ

る
。
と
の
著
述
の
民
執
事
在
る
動
機
は
人
日
比
判
ず
る
世
界
経
桝

的
産
業
十
一
義
の
影
響
君
事

E
m自
己
2
4
0
]
Z
H
H
仲
間
宮
室
内
F
O

]
[
白
色

Uω
丹コ
ω

一5ロJEω
と
い
ふ
黙
に
関
聯
し
て
ゐ
る
L

吾
人
は
今
暫
ら
〈
己
の
終
消
閣
甲
界
の
者
一
伯
の
一
一
昌
ム
所
を
玩
味

し
て
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

四

』

V
J

セ
ン
の
人
口
周
流

針
策
ド
就
い
て

以
上
の
ハ
ン
セ
ン
解
題
に
快
如
せ
る
は
、
人
口
一
二
段
階
に
剖

ハ
ン
セ
ン
の
人
口
政
策
に
就
い
て

し
て
就
巾
都
市
中
流
居
に
針
し
て
如
何
た
る
政
策
叶
市
川
市
を
有
す

る
か
と
い
ふ
己
主
と
、
全
編
の
結
語
「
人
口
周
流
と
文
聞
と
な
る

宇
陀
現
は
れ
た
る
維
の
文
化
政
策
と
に
削
附
し
て
ピ
あ
ら
う
。
且
此

氏
陣
閣
の
維
持
弁
働
居
の
保
護
を
論
じ
た
る
ハ
ン
セ

y
は
中
流
居

に
針
し
で
は
唯
と
の
階
居
Er一
資
本
主
義
と
の
闘
係
を
論
じ
て
ゐ

る
に
過
ぎ
泣
い
。
又
「
人
口
三
階
梯
聞
の
闘
守
L
と
題
し
て
土
と

し
で
時
間
洲
諮
闘
に
於
て
波
の
人
口
周
流
刑
判
論
の
歴
史
的
検
誇
を

行
へ
る
前
編
中
の
冒
頭
の
一
本
を
、
「
中
流
厨
の
持
久
策
へ
の

努
力
」
と
せ
る
事
賓
は
著
者
の
枇
曾
的
立
場
を
示
し
て
坑
憾
な

雪
も
の
で
あ
る
。
自
己
の
属
す
る
階
級
を
結
局
に
於
て
滅
亡
し

行
〈
も
の
と
認
め
乍
ら
、
結
え
中
農
村
人
口
か
ら
の
頁
特
忙
依

つ
で
都
市
文
化
削
ち
一
岡
の
文
化
は
維
持
さ
れ
る
と
の
確
信
は

決
し
て
単
友
る
悲
槻
的
人
口
論
と
見
倣
す
べ
き
で
は
左
い
。

認
で
は
既
往
の
解
題
者
か
ら
見
落
ヌ
一
れ
で
来
た
結
語
の
一
竿

に
就
い
て
最
後
に
附
設
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。

ロ
ッ
シ
ユ
は
之

に
針
し
て
先
づ
斯
〈
評
し
て
ゐ
る
。
「
附
録
的
に
追
加
さ
れ
た

る
結
認
は
文
事
の
開
花
期
は
人
口
段
階
の
殻
展
と
直
接
の
凶
果

関
係
あ
り
と
す
る
興
味
あ
る
研
究
で
は
あ
る
が
、
有
〈
も
木
常

第
五
十
一
巻

七

僚

批

七

Hansen， S. 236. Das Streben rles Mittehtandes， sich dauernd zu machen 
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ハ

Y

ゼ
シ
白
人
同
政
策
に
就
い
て

に
文
化
史
的
背
景
を
有
す
る
文
皐
史
を
描
か
ん
と
欲
せ
ば
、
と

一「 ι〉
ハ~，-

Z住
y 取

iヨ

熱査
4、tP，
Z 来
る な

固い

最長
態る
非耳に
祭其
者に
り 草責

( 
ル令、 t自
由tJ 所
換に
言力そ
し て

渇
求
せ
る
所
を
費
時
間
せ
る
者
で
あ
る
」
と
、
こ

L
で
は
却
っ
て

ハ
y

セ
ン
を
賞
讃
せ
る
模
様
で
あ
る
が
、
吾
人
出
未
だ
と
の
附

者
の
闘
聯
を
迫
跡
し
得
る
迄
に
は
至
ら
た
い
け
れ
ど
も
、
若
し

ロ
ッ
シ
L

が
再
版
紹
介
の
際
に
述
べ
た
る
如
〈
、
「
丈
島
平
と
は
作

詩
惑
術
の
意
味
で
あ
り
、
従
っ
て
丈
墜
と
人
口
周
流
は
閥
係
あ

り
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
彼
は
之
を
突
の
知
〈
反

駁
せ
ね
ば
な
ら
た
h
っ
た
か
の
理
由
主
了
解
し
難
い
。
「
今
迄
鋪

洛
の
丈
皐
史
家
が
と
の
宰
に
就
い
て
何
庭
か
で
解
説
せ
る
宵
、
例

を
知
ら
な
い
。
然
も
狛
乙
円
九
平
は
F

1
テ
の
模
倣
が
庇
〈
流
行

せ
る
時
代
で
あ
り
又
丈
皐
史
上
の
歴
史
主
義
時
代
で
あ
る
頃
山

於
て
は
重
要
で
も
あ
り
必
須
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ち
ろ
」
。

五
口
人
は
殊
更
立
入
っ
て
澗
逸
丈
副
学
史
上
に
於
け
る
ハ
ン
セ
ン

誌
の
地
位
を
月
旦
す
る
積
め
は
毛
頭
在
い
が
、
彼
が
人
口
理
論

及
ぴ
人
口
政
策
に
闘
す
る
著
書
を
結
ぶ
に
と
の
辛
を
以
で
し
た

と
と
は
、
寅
は
現
由
あ
る
こ
と
で
決
し
て
附
録
的
比
し
て
冗
長

第
五
十
一
巻

"、
傍

観

y可、

聖 夜
究る
に徐
窺論
」、 マナ

事は
と を
し い
上 。

うめ己
。<7)

J 貼
符}亡
人閥

す
口句

は之
多 pレ
〈ク

のナ

人 l
々の
の見

見識

解
忙
依
れ
ば
全
岡
氏
の
固
有
な
る
青
春
の
血
の
源
泉
で
あ
り
、

子
孫
を
減
少
せ
し
む
る
が
如
き
都
舎
は
人
類
の
基
場
で
あ
る
。

都
曾
人
口
が
農
村
の
犠
牲
に
於
て
増
大
す
れ
ば
す
る
程
、

A
f
々

文
明
の
花
は
急
建
に
険
雪
揃
ふ
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
共
は

云
は

v
肺
擁
に
病
む
佳
人
の
嫡
に
浮
ぷ
蹴
同
級
の
色
香
に
も
似
て

ゐ
る
。
騰
で
農
村
人
口
が
喰
議
さ
れ
る
と
都
市
中
流
唐
の
精
一
仰

水
準
は
忽
ち
低
下
し
、
共
偽
に
杢
慌
の
衰
微
を
生
や
る
に
迄
ひ

友
い
L
。
以
上
の
ハ
ン
セ
ン
著
書
中
か
ら
の
引
用
に
脚
註
し
て

ヘ
ル
ク
ナ

1
は
ヂ

1
予
を
併
b
r
て

J
V

「
農
民
は
沈
滞
し
行
〈
人

類
陀
絶
え
や
力
を
補
給
し
之
を
新
鮮
な
ら
し
む
る
L

と
物
語
つ

て
ゐ
る
。
同
様
な
る
見
解
は
ロ
ツ
シ
ヤ

1

マ
ー
シ
ャ
ル
、
ラ

ス
キ
シ
に
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

以
上
で
吾
々
は
既
鴻
の
ク
レ

1
7
1
批
判
忙
際
し
排
除
せ
る

農
本
政
策
的
要
素
を
悲
し
返
し
た
嫌
が
な
い
で
も
な
い
が
、
意

時
ず
る
所
は
寧
ろ
一
同
文
化
水
準
維
持
の
震
に
都
部
人
口
周
流

の
絞
怠
宜
敷
昔
を
得
て
絶
え
聞
な
〈
人
口
の
更
替
す
る
己
左
に

Zeitaller des Cocthe-Alexandrinertums und d臥 lite同 turgeミc.hjchtlichen Hb 
torhm山. ゲーテ (G冊 the1749-1832) 以後の時代に於て披の模倣が一般
に流行し，例へばアレクサン Vリーネ1<，の詩が愛好られた頃， 1えぴ十九世記中
葉町所前るロマシティシズム昨f1';を指すのであらうか。
H. lIerkner; Die Arbeiterfrage. Aufl. 4. Berlin 1905， S. 55・3) 



あ
る
の
で
あ
る
。
査
し
ハ
シ
セ
V

の
見
る
所
で
は
、
都
市
中
流

居
の
最
高
在
る
精
一
岬
水
準
は
同
舎
か
ら
の
新
し
い
力
の
流
入
に

影
響
さ
れ
る
の
だ
か
ら

一
時
的
に
は
農
民
唐
の
破
壊
に
来
づ

〈
人
口
過
剰
で
も
猶
克
〈
都
市
文
化
を
繁
栄
せ
し
む
る
と
と
も

出
来
る
が
、
都
市
人
口
は
共
自
身
の
力
に
依
っ
て
維
持
せ
ら
れ

難
い
が
故
に
、
永
綾
す
る
丈
明
の
開
花
期
を
夢
見
ん
が
潟
に
は

自
力
に
依
る
復
活
を
望
み
得
る
健
全
友
る
農
民
厨
の
存
在
を
必

要
と
す
る
。
換
一
員
す
れ
ぽ
健
全
な
る
農
民
居
と
中
流
臨
閣
の
高
き

精
耐
水
準
と
は
相
互
に
囚
問
米
側
係
を
有
寸
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
斯
る
献
態
は
特
忙
戦
争
の
如
き
異
常
友
る
事
件
に
依
つ
て
の

み
招
来
さ
れ
る
。
戦
争
の
影
響
は
常
に
人
口
周
流
の
促
進
で
あ

る
か
ら
、
中
流
唐
へ
の
影
響
は
擁
て
は
農
民
居
に
代
替
さ
れ
、

都
市
へ
の
農
民
流
入
は
申
流
居
。
精
一
岬
水
準
を
益
々
上
昇
せ
し

め
て
文
準
時
代
務
生
の
保
件
を
具
備
ず
る
と
骨
一
九
に
、
市
ー
に
は
閣

家
全
慌
の
人
口
を
減
少
せ
し
め
て
続
々
都
市
人
目
割
合
を
高
め

る
事
と
な
る
。
斯
ぐ
て
は
農
村
の
人
口
源
泉
も
遂
に
は
洞
泌
す

ぽる
ねで
r.rあ
な ら
ちう
たか
古、ら
そ〉、

た7)ハ
。ン

セ
ン

は
共
の
著
作
を
突
の

日

葉
で

結

内
シ
セ
ン
申
人
口
政
策
に
就
い
て

「
歴
史
は
教
へ
て
ゐ
る
、

健
杢
な
る
農
民
を
保
持
せ
る
岡
氏

は
恐
ら
〈
打
勝
ち
得
る
で
あ
ら
う
し
、
或
は
打
倒
さ
れ
る
か
も

知
れ
ね
が
併
し
ア
ン
ダ
イ
オ
ス
〉
ロ

E
S
の
如
〈
再
ぴ
新
鮮
友

る
力
を
得
て
大
岬
か
ら
立
上
る
。

そ
し
て
恰
も
へ
ん
ク
レ
ス

出
合
M
L
L
2
が
土
か
ら
起
き
上
っ
た
ば
か
り
の

7
ン
タ
イ
オ
ス
を

た
易
〈
そ
の
腕
の
中
に
束
縛
し
得
る
と
同
様
に
、
若
し
高
物
を

育
成
す
る
母
な
る
大
地
と
人
間
と
を
結
付
け
て
ゐ
る
紐
帯
砂
一
農

民
唐
の
破
壊
に
依
っ
て
断
切
る
た
ら
ぽ
、
岡
氏
は
途
に
減
で
の

運
命
を
賦
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
」

五

す

ぴ

む

以
上
ハ
ン
セ
V

の
人
口
政
策
と
し
て
著
作
解
題
を
試
み
た
る

所
は
徐
り
に
移
住
の
自
由
を
強
調
し
過
ぎ
た
る
如
〈
解
せ
ら
れ

る
で
あ
ち
う
が
、
こ
れ
己
そ
彼
の
人
口
現
論
に
裏
付
け
ら
れ
た

人
口
政
策
の
必
然
的
結
果
と
も
見
倣
さ
れ
得
ょ
う
。
何
故
在
ら

ぽ
都
市
人
口
は
自
力
の
み
で
は
維
持
さ
れ
宇
、
農
村
人
口
が
之

を
補
給
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
戟
一
平
な
る
も
の

が
人
口
周
流
を
促
進
し
、
従
っ
て
人
口
の
都
市
集
中
と
共
に
都

第
五
十
一
巻

九

第

腕

先a
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ρ

ン
セ
ン
の
人
口
世
策
に
就
い
て

市
文
化
の
繁
栄
と
頚
践
を
招
来
す
る
と
の
見
解
は
賓
に
ハ
ン
セ

y
設
の
一
大
特
徴
と
栴
す
べ
き
で
あ
九
う
。
誰
か
都
市
近
郊
の

似
而
非
同
闘
生
品
川
の
存
在
平
工
業
の
地
方
分
散
若

L
〈
は
農
村

ユ
装
化
等
々
の
懸
聾
で
以
て
、
之
を
「
農
村
へ
蹄
れ
」

E

同
z
兵

r
o
F
5台
骨

EFEn-o
の
合
言
葉
と
見
倣
ナ
と
と
が
同
来
よ

ぅ
。
園
内
移
住
運
動
は
全
国
を
打
っ
て
一
丸
島
す
る
犬
持
働
市

揚
を
構
成
し
、
以
て
岡
氏
経
怖
の
謹
告
を
た
さ
し
む
る
の
作
川

が
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
の
所
諮
る
国
境
を
越
え
て
近
接
大
陸
へ
の

移
植
民
的
交
流
は
盆
々
戦
時
下
の
我
固
に
於
て
も
盛
ん
に
た
ち

う
と
し
て
ゐ
る
際
に
之
介
一
闘
聯
し
唯
帰
来
に
於
て
如
何
た
る
問

題
、
か
残
生
す
る
で
あ
ち
ろ
か
を
指
摘
し
て
置
〈
に
止
め
よ
う
。

「
凡
て
戟
一
た
る
も
の
は
多
〈
白
人
を
殺
す
ヤ
」
い
ふ
巌
粛
在
る

事
賓
に
直
商
し
て
、
普
々
は
と
の
岡
家
須
要
取
る
人
的
資
源
が

一
鰐
何
庖
で
育
成
さ
れ
つ

L
あ
る
か
を
臨
み
る
べ
き
で
あ
ら

ろ

械
の
従
事
情
侶
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
が
喝
俄
し
て
以
来
、

婚
姻
常
り
自
然
的
た
る
人
類
繁
殖
力
と
薄
命
の
明
聞
に
は
東
西

古
今
を
通
じ
て
格
別
の
乗
具
は
た
い
に
し
て
も
、
都
部
副
合
階

級
別
の
現
質
的
山
川
底
率
円
差
異
は
和
賞
編
著
に
認
め
ら
れ
る
。

悼
五
L

一巻

U 

都

競

O 

き
れ
ば
結
局
に
於
て
既
存
の
人
口
で
同
氏
線
憾
の
活
動
力
が

維
持
せ
ち
れ
得
る
鴻
に
は
、
遁
材
を
油
所
に
配
置
す
る
如
〈
移

佐
の
白
巾
が
認
め
ち
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
へ
る
。
而
し
て
現

在
慨
に
存
本
す
る
人
日
車
線
て
は
死
滅
す
べ
き
宿
命
で
あ
る
と

悟
れ
ば
、
向
著
の
巻
頭
に
於
て
、
「
生
め
工
殖
主
土
地
に
満
て
よ

之
を
服
従
せ
よ
」

f
gと
2
S耳
民

主

主

主

E
S・
5
L

G

志向

E
E
与野・

ε邑
言
。
定
ま
E
S
a基
孟
吉
P
S
L

F
需
号
、
臣
室
・
と
と
い
日
、
結
一
一
首
と
し
て
「
我
が
組
岡
の
矯
に
最
後

陀
願
望
し
た
い
の
は
、
農
業
主
出
来
る
限
り
完
全
に
遂
行
せ
し

め
ら
れ
ん
己
と
控
ぴ
に
L
業
が
中
尉
を
得
て
竪
貨
で
あ
り
而
も

賢
慮
に
よ
っ
て
整
備
せ
ら
れ
ん
と
と
で
あ
り
、
殊
に
農
耕
に
依

様
せ
る
人
口
が
一
居
よ
く
琳
殖
せ
し
め
得
ら
れ
る
と
と
か
ら
岡

家
の
安
全
と
闘
力
並
び
比
国
民
の
官
円
売
賓
が
期
待
し
得
ら

れ
、
且
租
閣
の
商
業
的
繁
柴
と
上
骨
秩
序
あ
る
向
由
が
、
徳
牲

と
E
義
を
相
伴
は
ん
と
と
を
祈
る
に
あ
hv
」
と
い
っ
た
ジ
ュ
ー

ス
ミ
ル
ヒ
の
言
葉
が
、
狛
現
時
昂
下
の
人
口
政
策
或
は
戦
時
経

済
政
策
の
某
準
と
た
り
、
泣
い
て
は
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
解
題
に

封
ず
る
結
び
と
も
た
る
で
あ
ち
ろ
。
(
一
二
ハ
O
O
年
四
耳
和
了
)
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